
対象商店街：12（調査月3月・6月・9月・12月）

商店街名 既存店舗数 空店舗数 空店舗率 前回調査結果 増　減 備　考
①古川駅前 51 7 13.7% 7 0
②台町 58 6 10.3% 4 2
③四季彩通り 18 4 22.2% 3 1
④七日町中央通り 51 13 25.4% 11 2
⑤三日町 17 0 0.0% 0 0
⑥諏訪 21 0 0.0% 0 0
⑦千手寺町 14 2 14.2% 0 2
⑧中里 10 0 0.0% 0 0
⑨横町 25 4 16.0% 4 0
⑩浦町 10 2 20.0% 2 0
⑪川端 9 0 0.0% 0 0
⑫西古川 8 1 12.5% 1 0

合　　　計 292 39 13.3% 32 7 ※１を参照。

（平均）

＜移動状況＞

商店街 増加（＋） 減少（－） 新築（＋） 新規（+）

古川駅前

・9月yoga&糖質制限
Bar Wa廃業

・旧坂本紋章工芸店
を調査対象から除
外

台町

・9月みうらクリーニン
グ台町店廃業
・8月貸衣装咲楽移
転
・メガネプラザDo2Fを
調査対象に追加

・フィル２Ｆを調査対
象から除外

四季彩通り
・9月Hair Design
NEED廃業

七日町中央通り

・旧パーラーマルタニ
を調査対象に追加
・旧早坂呉服店を調
査対象に追加

千手寺

・旧チャオを調査対
象に追加
・旧ホンダウィングス
ガワラ千手寺店を調
査対象に追加

横町
・醸室内旧ふつふつ
食堂廃業

・醸室内アンティーク
むかしむかし

（移動理由の意味）
増加：退店後空き店舗になった場合。（自社及び貸店舗）
減少：既存空店舗に入店した場合。
新築：新たに建設した場合
新規：既存店舗の分割による増加店舗。居宅用から貸店舗への転換。（既存店舗数の増加）
解体：既存店舗の解体。（既存店舗数の減少）
除外：既存店舗の賃貸物件取止め。

※1
既存店舗数に関しては、店舗の現状（震災後の建物の劣化等）を踏まえて見直したもの。
（大崎市商工振興課と事前に打ち合わせし、市職員とともに現地調査を行った。）
結果として、2016年6月調査時点の既存店舗数418から、店舗数が292となり、
空き店舗数の増加に対し母数が変わったことにより、空き店舗率が大きく増えた形となっている。

※特記事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H２８.６比）

・「リオーネふるかわ」テナントは、空店舗から除外します。

解体（－）

空店舗調査結果(平成28年9月）
調査時点 ：平成28年9月1日現在
調査日 　 ：平成28年9月1日

空店舗率は小数点第二位以下切り捨てにより算出

調査担当：古川商工会議所

空き店舗 既存店舗

晴佐久 祐悦（中小企業相談所 部長）
中嶋 慎太郎（大崎市商工振興課 商工振興係 主査）

足利 文香（中小企業相談所）
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